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第６節　　　美　　　術

 
第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　美術科の目標を押さえる ※目標の⑴⑵の資質・能力が身に付かないと⑶は身に付かない。

　表現及び鑑賞の活動を通して、目標⑴⑵⑶を相互に関連させながら資質・能力の育成を図る。
⑵　内容の構成を把握し、育成すべき資質・能力を押さえる
　　美術科の内容は、「Ａ表現」「Ｂ鑑賞」及び〔共通事項〕で構成される。
　

⑶　〔共通事項〕を適切に位置付ける
　〔共通事項〕は「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の学習で共通に必要となる資質・能力であり、造形的な
視点を豊かにするために必要な知識として位置付けられている。〔共通事項〕のみを題材とするのでは
なく、「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して身に付けるよう、指導計画に位置付ける。
２　指導計画作成の一般的な手順
 ⑴　美術科の指導の目標を設定する
　学習指導要領に示す美術科の目標及び内容について的確に把握し、各学校の教育目標との関連を
明らかにして、当該年度の自校の実態に即した美術科の指導目標を設定する。
⑵　各学年の指導の目標を設定する
　学習指導要領に示す各学年の目標（「第１学年の目標」「第２学年及び第３学年の目標」）及び内容
について的確に把握し、発達の段階や当該年度の生徒の実態に応じた各学年の指導目標を設定する。
⑶　各学年の指導内容を検討する
　　学習指導要領に示す内容構成に照らし、設定した各学年の目標に応じた指導内容を検討する。
⑷　題材を検討する
　　採択された教科書の題材を研究し、各学年の指導内容にふさわしい題材を検討する。
⑸　題材の選定と配列、時間数を想定して、年間指導計画を作成する
　題材を選定し、第１学年、第２学年及び第３学年の単位ごと全ての内容を配列し、他の教育活動と
関連させ、年間授業時数（第１学年…45時間、第２、３学年…35時間）の年間指導計画を作成する。
⑹　題材ごとの指導計画を作成する
　　年間指導計画に位置付けた各題材について、配当時間に沿った指導計画を作成する。
⑺　１単位時間の指導計画（学習指導案）を作成する
　題材ごとの指導計画に基づいて、１単位時間（50分）の指導過程（導入・展開・整理）を考慮した
１単位時間の指導計画（学習指導案）を作成する。
⑻　指導計画を評価し、改善する
　　作成した年間指導計画は、実践を基に検討し、問題点を明らかにして改善していく。
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３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた生徒への指導」の視点（解P123・124）
　変化を見分けたり微妙な違いを感じ取ったりすることやイメージをもつことが難しいなど、学
習活動を行う際に生じる困難さが異なることに留意し、安易に内容の変更等をせず、生徒の十分
な学びが確保できるよう個々の困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫する。また、個別の指
導計画を作成し、他の教科と指導方針を共有するなど、個に応じた必要な配慮が大切である。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点（解P117・118）
　自身の学びや変容を自覚できる場面や対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場
面をどこに設定するか、また、生徒が考える場面と教師が考える場面をどのように組み立てるか、
といった視点で授業改善を図る。特に「深い学び」の鍵となる「造形的な見方・考え方」を、習
得・活用・探求という学びの過程の中で働かせることが重要である。
⑶　 「教科等横断的」な視点（総則P49、解 P4）
　美術科の枠だけでなく、教育課程全体を通じて教育目標の実現に向けたねらいの具体化や、他
の教科等と関連を図るなどして、学習の基盤となる資質・能力（言語能力など）や現代的な諸課
題に対応して求められる資質・能力を育むためのカリキュラム・マネジメントが重要である。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点（解P28）
　身の回りの造形や身近な環境、文化遺産や伝統と文化などのよさや美しさを感じ取り、生徒が
自分との関わりの中で生活や社会の中の美術の働きや美術文化について考え、広い視野に立って
見方や感じ方を深められるようにする。
⑸　「道徳教育の充実」の視点（解P124・125）
　美術の創造による豊かな情操は、道徳性の基盤を培うものである。このことを踏まえ道徳教育
の全体計画との関連、指導の内容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合うようにする。
⑹　「〔共通事項〕の指導」の視点（解P126～130）
　各学年の内容の〔共通事項〕は、表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力で
あり、「A 表現」及び「B 鑑賞」において十分な指導を行うようにする。生徒が造形を豊かに捉
える多様な視点がもてるよう、形や色彩、材料や光などの造形の要素に着目してそれらの働きを
捉えたり、全体に着目して造形的な特徴からイメージを捉えたりできるようにすることが大切で
ある。これらを単に知識の習得と捉えるのではなく、生きて働く力として１年次に身に付けたこ
とが２、３年次へとつながるよう３年間を見通した計画を立てることが必要である。
⑺　「スケッチの活用」の視点（解P131・132）
スケッチは見る力や感じ取る力をはじめ、「思考力、判断力、表現力等」を育成するものであり、
①対象を捉えて描く、②イメージを具現化するための発想や構想を練る、③伝えたいことを分か
りやすくプレゼンテーションするなどの特性を生かしてあらゆる場面で効果的に取り入れ、表現
に関する資質・能力を総合的に培うようにすることが大切である。
⑻　「映像メディアの活用」の視点（解P132・133）
　デジタル機器などの映像メディアは、発想や構想、表現等の各段階において表現の幅を広げ、
様々な表現の可能性を引き出すために重要である。そのために、学びの目的を明確にし、効果的
に活用できるよう、指導の機会や方法を工夫して積極的に取り入れるようにする。
⑼　「共同で行う創造活動」の視点（解P135）
　生徒が共同で一つの課題に取り組み、その過程において話合いを重視し、単なる作業分担では
なく協力して創造活動ができるような機会を、３年間の中で適切な時期を選び、指導計画に位置
付けるようにする。
⑽　「創造性を尊重する態度の形成と知的財産権や肖像権」の視点（解P136・137）
　自己や他者の作品などに表れている創造性を尊重する態度を形成するために、著作権など知的
財産権や肖像権について配慮し、美術文化の継承や発展、創造の理解につながるようにする。
⑾　「事故防止と学習環境の整備を図る」視点（解P138）
　事故防止には、用具、機械等の日常の点検と手入れや保管、用具の安全な使い方と管理などを
授業の中で指導し、安全意識をもたせることが大切である。また、材料や薬品類のアレルギーに
対する生徒の把握と換気等の配慮、収納棚の倒壊防止など、安全対策に努めることが必要である。
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第２　指導計画作成のための資料　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校美術科

１　指導内容の系統表
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２　年間指導計画例
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３　指導計画作成上の配慮事項等
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４　「Ａ表現」の指導計画作成例
 ⑴　作成例Ⅰ　　　　　　　　　　　　　　　　　※該当学年において、○印のある活動は必ず扱うこと。

⑵　作成例Ⅱ（第１学年は同じ）

５　題材及び１単位時間の指導計画作成例
⑴　題材名「○○○○」　　 ※生徒自らが主題を生み出せるような、魅力的な題材名を工夫する。
⑵　題材の目標　 ・学習指導要領で示された学年の目標及び内容を踏まえ、生徒の実態などを基に
　　　　　　　　　設定する。
　　　　　　　　・扱う題材において、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向
　　　　　　　　　かう力、人間性等」の相互 の関連を踏まえた内容を一文で簡潔にまとめる。
　　　　　　　　・生徒の立場で記述する。
⑶　題材の指導計画（○時間扱い）　※「第１ ３ 指導計画作成に当たっての留意すべき事項」との関連を考慮

⑷　１単位時間（50分）の指導計画（本時○／○時間）
　・ 本時の目標：この時間を通して、育成したい資質・能力を明確にした目標を立てる。
　・ 展開

 
 

 

  

  
    

    
    

    

    
    


